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01/29 ・明治大講堂前の体育系学生200人に武装したスト派学生が襲いかかり、こん棒などで殴られた10人以上が負傷。 

 

01/30 ・明大で大学側とスト派学生が大衆団交。理事 9人がスト派学生 500人に 9時間にわたって缶ずめとなり、大学は

機動隊を導入。学生数人が機動隊に殴られ負傷。 

・学生は駿河台通りを渦巻きデモ。再び大学を封鎖。 

 

02/02 ・明大学生会が学費値上げで大学側と秘密交渉で妥結。これに抗議して、全二部共闘会議が徹底抗戦を主張。法政大

で500人が抗議集会を開き明大突入の姿勢。 

02/18 ・明大全二部共闘会議学生150人が学生会員に泊まり込み。大学側はガードマンら30人を動員して学生を排除。学

生は校外で無届けデモに移り機動隊300人が規制。 

 

・早大大隈講堂で反日共系全学連400人が集会、明大入試実力阻止を決議。 

07/07 ・高崎経済大学、違法デモで学生10人を無期停学などで処分。 

・東京学芸大学、処分撤回を求めて無期限スト突入。 

・明治大学学生100人、2台のバスで学長自宅に押しかけ、処分撤回を要求。機動隊150人と衝突し４人逮捕。 

07.09 ・米空軍立川基地拡張に反対し、社共両党、地元反対同盟らが主催する「7.9 大集会」1 万 6850 人(警視庁調べ)が参

加。反日共系全学連 2500 人と動力車労組、国労などを中心とした社青同 500 人が基地正門前で座り込み、機動隊と



激突。基地と立川駅との間は市街戦さながらの混乱状態で、学生らは敷石をわって投石。この衝突で女子学生 1 人が

重体、警察官、デモ隊に 100 人を超す重軽傷者。 

 

07/20 ・都営交通再建案に反対する反日共系全学連 80 人が都議会傍聴を要求して都議会に乱入。正面玄関を投石で破壊、機

動隊と衝突し 42 人逮捕。ガラスなどで 10 人以上が負傷。 

08/05 ・三里塚・芝山連合新空港反対同盟、少年行動隊の発足を発表。発会式に小中学生 50 人が参加。 

08/11 ・三里塚・芝山連合新空港反対同盟、8.15空港反対デモに3000 人動員発表。 

08/15 ・千葉市本町公園で、「三里塚空港反対、強制測量阻止 8.15平和集会」。反対同盟 500 人が県庁構内で座り込み。機動

隊がごぼう抜きしたため混乱。集会には少年行動隊、婦人行動隊などが参加。 

 

08/19 ・三里塚・芝山連合新空港反対同盟戸村一作委員長ら代表が大橋運輸相と面会、測量反対などを申し入れ。 

08/21 ・千葉県友納知事、成田空港建設の測量公告。婦人行動隊 20人が友納知事宅にテントをはって座り込み開始。 

・戸村委員長は知事からの呼びかけ文を突き返す。社会党県本部も話し合いあっせん要請を拒否。 

・社会党県本部「強制測量のときは反対同盟 1500 人、県内労組 3000人、県外から 2000 人を動員する。」 

08/22 ・共産党須田千葉県議「立ち入り公告に抗議し、全国の民主勢力とともに反対同盟を大きく包んで測量阻止のために

闘う」 

08/23 ・三里塚・芝山連合新空港反対同盟 60人が千葉県庁で友納知事に抗議。 

 

08/28 ・山本社会党書記長と大橋運輸相が三里塚空港をめぐる衝突回避で会談。 

・反対同盟員「測量阻止は全力で体を張ってやる。逮捕も覚悟のうえだ。すでにフン尿作戦を準備した部落もある。」 

・共産党、成田に現地闘争本部設置。民青ら 100人が泊まり込み。 

08/29 ・三里塚空港粉砕中央共闘会議、9.1 から連日 300人を現地で泊まり込み。 

09/02 ・社・共・反対同盟が三里塚空港反対現地連絡会設置。 

09/04 ・高崎経済大学の紛争で逮捕された学生の公判に覆面、ヘルメット姿の 90人の学生が押しかけ、地裁職員ともみ合い。



公判は流れる。 

 

09/07 ・三里塚空港粉砕中央共闘会議 

1.  315 現地で「三里塚新国際空港粉砕、強制測量阻止総決起集会」関東各県に動員を呼びかける。 

2．14 から 24日まで連日 200名を現地で泊まり込ませる。 

3. 測量実施日には最低 5000 人を動員する。  

・成田で反共正士塾、防共挺身隊 12名が少年行動隊設置に反対して共産党現地闘争本部に押しかけ、止めにはいった

警察官をとりまくなど緊迫。 

 

・アナキスト裁判にベトナム戦争反対直接行動委員会の20人が押しかけ、地裁正面玄関を突破、機動隊に対し「武装

裁判反対」を叫んで投石などを繰り返し、1人が逮捕。 

 

・佐藤首相訪台阻止で反日共系全学連 400 人が羽田空港突入をはかり、大鳥居駅や空港駅で機動隊と衝突。学生 9 人

逮捕。学生のうち三派系の 250 人は京浜急行空港駅で下車、そのまま空港に向かおうとして機動隊と衝突。萩中公園

で集会後旗ざおを横にして大鳥居駅までデモ。革マル派 150 人と合流し機動隊に石や空き瓶を投げつけ、駅売店など

を倒して抵抗。学生たちはホームから飛び降り弁天橋から空港突入をはかったが機動隊に阻止される。この乱闘で双

方に多数の負傷者を出し、学生 9人が検挙される。 

 



09/11 ・成田市木の根公民館で日本婦人会議県本部が「婦人行動隊を励ます会」。 

・三里塚・芝山連合新空港反対同盟と山梨県忍草母の会「三里塚空港粉砕、強制測量阻止 9.11 婦人のつどい」350 人

が参加。 

09/13 ・法政大学で処分撤回要求の学生 300 人が渡辺総長ら多数の教授を教授控室に缶詰め。要請で機動隊 500 人が学内に

入り、消化器や放水で抵抗する学生に角材をふるって攻撃。抵抗する学生 285人を大量逮捕。数十人が負傷。 

学生の抵抗は午前 2 時過ぎまでつづき、学生の振り上げる角材を取り上げた警官が逆に学生を殴るなど狭い控室内は

怒号と悲鳴が渦巻いた。興奮した機動隊員は逃げ惑う女子学生を殴り、鼻血を吹き出したり、洋服を引き裂かれ、髪

の毛を引っ張られたりの混乱となった。 

検挙された学生たちは隣の会議室に並べられ全員ずぶぬれのまま護送車に連行された。 

 

・警視庁は「総長らを暴力で引致し長時間監禁したうえ、警察の救出に対しても激しく抵抗するなど悪質な犯罪」と

の見解を発表。 

   

 

  

・学内は騒然とし、学生 500 人が深夜まで抗議活動。徹夜で補導委の教授たちをつるしあげ。 



 

 

 

   

09/15 ・三里塚・芝山連合新空港反対同盟、「老人決死隊」を結成。60歳以上の老人を中心に 50名以上が参加。総加入数は

360 人。 



 

09/17 ・安保破棄実行委員会 50人が成田現地闘争本部立ち上げ。 

09/18 ・法政大学で大学当局と全学共闘会議の大衆団交。2000 人が参加。大量逮捕について大学の責任を追及する全共闘に

対し、日共系を中心とした多数の学生が「暴力反対」を叫び対立。 

 
・群馬県警、地裁乱入で高崎経済大学学生 2人を逮捕、5人を指名手配。 

・東京都公安委員会、３派全学連から出されていた9.20 佐藤首相東南アジア訪問阻止集会を不許可。 

09/20 ・反日共系全学連、羽田空港駅で佐藤首相東南アジア訪問に反対してデモ。300 人が参加。警官隊 800 人が穴守橋、弁

天橋を封鎖して阻止。 

10/03 ・法政大、渡辺総長の全学生への説明会は全共闘学生 200人に阻止され、テープでの放送に切り替え。 

     

・佐賀大学、学生会館の管理運営をめぐって学生 200 人が期末試験阻止。機動隊 250 人が学内に入り、座り込みの学

生を排除。 

 

10/04 ・三里塚空港粉砕中央共闘会議、天神峰闘争本部前で集会、500 人が参加。タイマツデモ。 

10/05 ・成田で反対派農民約 1000 人が測量阻止訓練。民青全学連学生 200 人が黄色のﾍﾙﾒｯﾄで徹夜体制に入る。20 人が公団

新館に突入、測量用の用具を倒すなどする。 



 

10/06 ・三里塚・芝山連合新空港反対同盟老人決死隊 50 人が運輸省、首相官邸、などに押しかけ、「政府は反対の地元市議

会を買収した。なぜ成田を空港建設地に選んだか」と机をたたき、体をふるわせながら抗議。 

 

・日比谷野外音楽堂で佐藤南ベトナム訪問阻止中央集会。反日共系全学連 600人、日共系全学連600 人を含め7000人

が参加。反日共系学生は土橋周辺で激しいジクザクデモを行い、機動隊と各所で衝突。学生 3人逮捕。 

10/8 ・佐藤栄作首相の南ベトナムなど第二次東南アジア・大洋州諸国訪問に出発。 

・社会党など革新団体は早朝から羽田空港周辺に 4000 人を動員して訪問阻止行動。反日共系全学連など 2000 人の学

生は 2400人の機動隊と弁天橋など３か所で激突。学生たちは樫の棒をふるい、投石、放火して警官隊に襲いかかり、

警官隊も警棒で滅多打ち、ガス弾を撃ち大乱闘となる。このなかで京大文学部 1 年山崎博昭君(18)が死亡、警視庁発

表で警察官 601 人が重軽傷。 

・警察調べて参加した学生は社青同解放派・社学同1000 人、中核派 600人革マル 400人。 

・学生は前夜から中大、法大、早大に泊まり込み各派ごとに羽田に向かう。 

・午前 8時、鈴が森ﾗﾝﾌﾟで明大など400 人が高速道路に駆け上がり、機動隊二個中隊にﾍﾙﾒｯﾄ、こん棒、石で突っ込み、

警官側は警備車を放棄して逃走、学生は警備車をうばって前進するなど内戦状態。警察本体が駆けつけ、こん棒と警

棒で殴りあい、ようやく高速道路から排除。 

・午前 9時、萩中公園の反戦青年委の集会は 1100 人に膨れ上がる。 

・同時刻、稲荷橋でも学生 250人が突撃。雨のように石を投げつける。 

・午前 9時半、穴守橋で激突。学生は装甲車を乗っ取って屋根で旗を振り回す。 

・警察の放水で川に転落する学生が続出。学生は装甲車に放火して黒煙が周辺を包む。 

・警官隊は午後 1時過ぎからガス弾を投げ、警棒をふるって学生たちを蹴散らかし、次々に逮捕。 

・夜に入って 300人の学生が日比谷公園で抗議集会。 

・東京消防庁調べで警官 151 人、学生 75人、一般人 8人、不明 16人を救急搬送。 



 

     

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

・佐藤首相、ジャカルタで「きわめて残念。亡くなった方にお悔やみ申し上げたい」 

・牧田病院で山崎君の司法解剖。死因は頭蓋底骨折による頭部内出血、胸、腹部内臓破裂で右肩から前胸部にかけて

自動車のタイヤ跡があったと発表。 

・秋山勝行三派系全学連委員長記者会見。 

  「(警備車を焼き、投石などをしたことについて)現在、日本でできるデモで効果をあげるにはこれしか方法がな

い。我々は暴 力を奮っているのではなく、自分の体で実力行使しているだけだ。機動隊の抑圧を打ち破ったこ

とは大きな成果だ。(法律違反について)現体制を認めないから法律も認めない。間違った体制を壊すためには実

力行使は正しい」 

 

10/09 ・早稲田大で革マル派 150人、法政大で中核派200 人が羽田での警察の暴力に抗議して集会。 

・小長井弁護士「安保闘争で亡くなった樺美智子さんの場合は、遺体解剖のさい遺族側の医師を立ち会わせたのに、

今回は認めないのは理解できない。」 

・遺体を確認した父親は「遺体にある傷から給水車にひかれたとの警察発表に不満」と語る。 



10/10 ・新東京国際空港公団、成田市の新空港用地立ち入り測量を決行。千葉県警などは 1300人の警官隊を配備。駒井野地

区では反対同盟 100 人が座り込み、投石などで抵抗。実川義明千葉市議など 2人逮捕。警官10人、反対派 2人が負傷。 

・日共系全学連 100 人はくい打ち終了後に現地到着。 

・杭保全に雇われたガードマンが反対派に取り囲まれるなど混乱が続く。 

・三里塚公園で「強制測量阻止抗議集会」。400 人が参加。うち 50人が宣伝ｶｰで成田署に押しかけ、入り口で警官隊と

もみ合い。その後反対派は 150人に増え、社会党弁護団などが署内に入り交渉、逮捕された 2人は釈放される。 

 

10/11 ・東北福祉大学で教育施設の改善要求の学生が学長と大衆団交。学長は辞表を出して学生の協力を求める。大学周辺

に機動隊 200人が出動。 

10/12 ・新東京国際空港公団、空港予定地上空の航空測量開始。 

・反対同盟老人、婦人行動隊 20 人と青年行動隊 40 人はトラック数台に分乗。一般交通を遮断して杭 3 本のうち 2 本

を引き抜く。 

10/13 ・警視庁、羽田デモで秋山三派全学連委員長ら十数人に逮捕状を請求。 

・日比谷野外音楽堂で反戦青年委主催の「ベトナム反戦、佐藤訪ベト阻止中央総決起大会」。三派系全学連 380人、革

マル派全学連 180人をはじめ国労、全農林など3500 人が参加。山崎君虐殺抗議を叫んで銀座や国労会館前で激しい渦

巻デモ。ヘルメットを被った学生が機動隊と衝突し 8人逮捕。 

 

・京都大学で山崎博昭君京大学生葬。鶴見俊輔教授など多数が参加。 

・東洋大学で、教養学部移転をめぐって理事長との会見集会が予定され、学生 3000人が集まったが、大学側が学生に

外部の全学連学生が入っているとして会見を拒否。 

10/14 ・三派系全学連、羽田の萩中公園で「山崎君虐殺抗議追悼集会」。白い菊とユリを持った学生 300人が参加。 

10/15 ・丸山真男東大教授、久野収学習院大講師、作家の小田実氏らが数寄屋橋公園で「ベトナムのための一日運動」を呼

びかけ。 

・三派系全学連の吉羽中央執行委員が法政大で記者会見。 



  逮捕状の出ている秋山委員長は 17日に日比谷野外音楽堂で開催される山崎博昭追悼中央集会に必ず出席する。 

10/16 ・空港公団、引き抜かれた杭 1 本の復元工事。サイレンで招集された反対派農民らがヘルメット、鉢巻き、たすきが

けで駆けつけ、警官隊と衝突。婦人行動隊の 1人が負傷し救急搬送。 

   

・警視庁公安部、武装警察官を動員して羽田デモで三派系全学連、革マル全学連の拠点大学、法政、中央、早稲田大

学などを強制捜索。中大では 50近いサークル室すべてを捜索。 

・各大学で、急を聞いて登校した学生が抗議集会をひらくなど緊張が高まる。 

・私学会館で 8 人の私大学長と文部大臣が会談。中大の升本総長は「純粋な学術・文化団体のサークル室まで捜索さ

れたのは捜査の行き過ぎ」と強く反発。井上中大学長も抗議声明。 

法政大学  中央大学 

10/17 ・日比谷野外音楽堂で「虐殺抗議、山崎博昭君追悼中央葬」。反日共系全学連2800 人を含む 4000人が参加。弁護団の

小長井弁護士が「山崎君の遺体は 10 トンの車で轢かれたのではない」と発言。警視庁は機動隊 2000 人を動員。指名

手配の秋山三派系全学連委員長を逮捕。デモ隊は大蔵省前で機動隊と衝突、1人逮捕。 

   

10/19 ・東京地検、羽田事件で逮捕した学生 13人を起訴。元全学連委員長北小路敏らの拘置延長。 

10/20 ・ベトナム反戦集会、三派は芝公園に 300 人、革マルが清水谷公園に 450 人。機動隊はデモ隊を日比谷公園までサン

トセイッチ規制。その後、学生は国労の順法闘争支援のため立川駅に向かい、地下連絡道を占拠。北口広場でジグザ

グデモ。 

10/21 ・ベトナム反戦国際統一行動。全国でスト、デモが行われ 150 万人(総評調べ)が参加。 



・明治公園で総評、中立労連主催の反戦中央集会に 6万人(主催者発表)が参加、渋谷、新宿へデモ。 

・三派、革マル全学連 2300人が午後から明治公園で集会。神宮前で機動隊と衝突後新宿までサンドイッチ規制される。 

・横浜円山公園に 5000人、大阪扇町公園に6500人が参加。 

 

11/01 ・10.8羽田デモで中大生 1人逮捕。 

11/02 ・慶大全塾自治会学生ら構造改革派 250 人がベトナム戦争反対でアメリカ大使館へデモ。首相官邸前や米大使館前で

座り込み、9人逮捕。 

11/03 ・三里塚第二公園で県反戦青年委などが「成田空港粉砕、ベトナム侵略戦争反対青年総決起大会」。革マル、三派全学

連 200 人を含む 500 人が参加。戸村反対同盟委員長は「羽田事件で 18歳の学生が死んだことには私にも責任があり、

警官隊の暴力行為には強い憤りを感じている。空港阻止の闘いにみなさんの若い力をかして下さい」と挨拶。 

11/08 ・警視庁、佐藤首相訪米に関し、法政、中央、早稲田、明治の学長に学生の宿泊を禁止するよう申し入れ。 

11/09 ・警視庁は 12日の佐藤訪米に備えも警官 7000 人を動員すると決定。羽田周辺の抗議行動に参加する学生は4000 人に

上るとの見込み。 

・日比谷野外音楽堂で「沖縄・小笠原即時無条件全面返還を要求する中央集会」。1万 2千人が参加したが、三派、革

マル全学連学生 1800 人が壇上と周辺を占拠。代々木系全学連が「分裂主義者は出てゆけ」と抗議したため、混乱状態

となり、結局集会は中止。反代々木系全学連 1200 人は霞が関交差点で機動隊と衝突。12人検挙。 



 

11/10 ・藤枝国家公安委員長閣議で佐藤訪米阻止闘争を報告。 

  当日は学生、労組員ら 5800 人が押しかける。このうち 1800 人は空港構内に入り 4000人が空港周辺でデモをする

見込み。 

・東京都公安委員会、12日の三派系全学連のデモを不許可。 

・京都府学連、佐藤首相訪米実力阻止行動に京大、同志社大、立命館大学生 250 人を上京させると発表。 

11/11 ・首相官邸にデモ。反戦青年委、構造改革派学生ら200 人が押し掛け、警官隊ともみあい。3人逮捕。 

 

・午後から日中友好協会や日共系全学連など数千人が波状的にデモ 

・夕刻、首相官邸向かいで由比忠之進さん(73)がガソリンをかぶって焼身自殺。 

  抗議書 

   1.政治資金規正法改正案を廃案になったことに抗議 

   2.佐藤首相の訪米は、沖縄・小笠原返還にとつてナンセンス 

   3.ベトナム民衆を救う道は北爆停止しかない。日本が北爆を支持することに憤を覚える。 

   それで焼身、死をもって抗議する。 

    

・夕刻から中央、法政、早稲田、明治など各大学に上京組などの学生が結集をはじめ、中央大では 2000 人の学生が大

講堂で徹夜態勢に入る。 



 

11/12 ・佐藤栄作首相、アメリカ訪問に出発。 

・訪米実力阻止を叫ぶ反日共系全学連 2300 人(警視庁調べ)は前夜から中央。早稲田で集会後、東大駒場に泊まり込み、

ヘルメット、覆面、2 ﾒｰﾄﾙ近い角材で武装、電車で大鳥居駅に出て、無届デモ。機動隊 7000 人と駅周辺で激突。一時

は警察の装甲車が奪われるなどになったが、機動隊は 77発のガス弾を発射、警棒で反撃し市街戦のような状況となっ

た。 

・学生はその後反戦青年委員会や構改派学生と合流、5000 人が逮捕学生を乗せた護送車を奪うなど午後 7時すぎまで

抵抗を続ける。 

・革マル全学連 400 人は穴守橋手前で警官隊と衝突。市民 1400 人も加わえて空港周辺で座り込み。 

・日共系全学連ら 1000人は空港フィンガーから気勢。24番スポットから 4人が C滑走路へ進入。 

・この日の負傷者は警官 215 人、学生 31人,報道関係 2人、市民 8人に上り、学生ら 333 人逮捕。 

・学生デモに初めて凶器準備集合罪を適用。 

 

 



   

 

 

 

   

 



   

・日比谷野外音楽堂で反戦青年委 3600 人が抗議集会、デモ。 

・空港の第一フィンガーでは社会党、共産党員ら 150人が抗議活動。 

・空港ビルでは自民党青年部ら 2000人が見送り。 

・田中法相、「今回の反日共系全学連の行動は破壊活動防止法適用を考慮する容疑が濃い」。 

11/13 ・政府は 11.12羽田デモを分析。羽田デモ参加者は三派系全学連 2300、革マル全学連400、構改派 600、その他を含め

ると全体で 6800 人。上京学生は 74大学 1300人。 

11/14 ・政府は閣議で羽田デモを検討。 

  1.反日共全学連を中心に破防法の団体規制適用を検討する。 

  2.文相が今回事件に関係のあった大学当局と事後処理を協議する。 

11/22 ・警視庁、羽田デモで戦旗社、現代社、前進社を家宅捜索。 

・三派全学連 250人が日比谷公園で「破防法粉砕、ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ寄港阻止集会」。無届デモとして機動隊が実力で公園外

に排除。2人逮捕。 

11/26 ・東洋大学で教養課程の川越移転をめぐって理事会と学生が大衆団交。疲労で退去しようとした理事をのせたタクシ

ーを学生が包囲、警官隊が出動して学生を排除。 

 

11/17 ・中大、来年度からの授業料値上げを通告。自治会は絶対阻止を決議。 

11/27 ・高崎経済大学で不当裁判反対を叫び学生 50人が覆面姿でデモ。 

11/29 ・警視庁は 11.12 羽田デモで日中友好協会正統本部、日本国際貿易促進協会などを空港内進入などの容疑で捜索。警

官隊と職員がもみ合い。 

 

11/30 ・国立大教会総会、「今後学生の規則違反はゆるされない」。 



 

 

12/01 ・大阪市議会自民議員団が「市立大学の偏向教育調査特別員会」を設置。市立大学の学長、教授、助教授、学生らの

思想傾向や行動を調査。渡瀬大阪市大学長は「レッドパージと同じだ。断固拒否する」と表明。 

12/02 ・日本私立大学連盟会長談話。「学生の行為は社会秩序を乱し、民主社会の破壊を招くばかりでなく、学生の自治を自

ら放棄し、大学の自治を危機に陥れる。」 

12/09 ・神戸大学生自治会、国立大学学費値上げで全学スト突入。 

12/10 ・社会党「米原子力艦隊寄港阻止全国実行委」が原子力航空母艦の佐世保寄港に備え、現地オルグ常駐体制を決定。 

 1.ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞは 1月 20 日前後に佐世保に入校することが確実 

 2.佐世保と横須賀に現地闘争本部をつくる。 

3.寄港ご第一日には現地で 5万人の集会。 

4.2 月 7日、米国がベトナム北爆抗議集会を開く。 

12/12 ・自民党は大阪市議団の大阪大学思想調査を支持することを決定。 

12/23 ・丸の内ホテルで行われていた中央大学教学審議会に学費値上げ反対の学生 120 人が押しかけ、ホテル内に乱入して

座り込み。機動隊が配置され、応援にきた 40人の学生を排除。3人を逮捕。 

 

     


